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                            幹事長 西田  穣 

 
本年３月１日、地方自治法改正案が閣議決定され、現在、国会で法案が審理されています。同法案

は、個別法の根拠規定なしに、国民の安全に重大な影響を及ぼす事態が「発生するおそれがある場合」

にも指示権を行使しうるなど、国が指示権を行使できる場面が大幅に拡大されるほか、文言の解釈に

よっては「平時」にも適用されるおそれがあるため、指示権が濫用される危険性が極めて高いです。さ

●地方自治法改正反対の声を具体的行動に！・・・・・・・・・・・・・・・幹事長 西田  穣 

●メーデーに参加しました・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局次長 和田 壮一郎 

            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 早田 由布子 

●憲法大集会に参加しました・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局次長 大井 淳平 

・・・・・・・・・・・・・・・・東京東部法律事務所 今嶌 千晶 

●就任あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 早田 由布子 

       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局次長 沼田 英久 

●＜事件報告＞電気メーター工事作業者の労働者性・・・・・代々木総合法律事務所 大井 淳平 

● 幹事会報告 

●＜速報＞サマーセミナーの概要 

地方自治法改正反対の声を具体的行動に！ 
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らに、国は有事の際、自治体に対し、例えば侵害を排除するために出動する自衛隊のために通行路を

空ける措置や、武力攻撃に備えて施設・住戸に防護措置を施す措置や、自治体職員を市役所に配置さ

せてミサイル攻撃に備える措置を講じるよう一方的に指示することなども可能になります。同法案は、

日本国憲法に緊急事態条項を創設する足掛かりとなるものであり、立憲主義、基本的人権の保障、議

会制民主主義の観点からも到底認められないものです。 
団本部でも、本年３月１１日、同法案に反対する声明を発出し、現在反対の声をあげる運動を全国

的に展開しています。団東京支部も、本年５月２日、都内６２自治体のすべての議会の議長宛に、同法

案に反対する意見書を議会で採択し、今国会での法案成立を阻止するよう政府に働きかけることを求

めて、上記声明を送付しました。しかし、当該議長に対する送付のみでは、アリバイ的に「働きかけ

た」だけで終わってしまい、運動としては不十分です。 
そこで、皆様にお願いです。 
やり方は、それぞれで決めていただいて構いません。各地方公共団体の議会に対し、正式に要請行

動をしていただけるならそれは素晴らしいことで、是非お願いしたいところですが、 
 ・知り合いの（出張相談を担当する）議員に情勢を説明し、議会で発言・質問をお願いする 
 ・各会派の議員団に電話等でもいいので、逼迫した情勢、そして地方公共団体の問題であること

を訴え、議論をよびかけ、できれば反対決議を挙げることをお願いする 
という形、その他適宜の方法で結構です。本改正法の問題意識を広く呼びかける具体的行動をお願い

します。 
 責任の所在が不明確にならないよう、地域の分担を決めさせていただきました。 
（分担） 

 三多摩法律事務所・・・昭島市、国立市、小金井市、国分寺市、小平市、立川市、東久留米市、

東村山市、東大和市、府中市、あきる野市、青梅市、羽村市、福生市、奥多摩町、日の出町、

瑞穂町 
 武蔵野法律事務所・・・清瀬市、狛江市、調布市、西東京市、三鷹市、武蔵野市 
 八王子合同法律事務所・・・稲城市、多摩市、八王子市、日野市 
 東京東部法律事務所・・・江戸川区、葛飾区、江東区、墨田区 
 代々木総合法律事務所・・・渋谷区、杉並区、中野区 
 城北法律事務所・・・豊島区、練馬区、板橋区 
 東京法律事務所・・・新宿区、千代田区、文京区 
 北千住法律事務所・・・足立区、荒川区 
 五反田法律事務所・・・品川区、目黒区 
 渋谷共同法律事務所・・・世田谷区、目黒区 
 第一法律事務所・・・中央区 
 台東協同法律事務所・・・台東区 
 日野市民法律事務所・・・日野市 
 （弁）まちだ・さがみ総合法律事務所・・・町田市 
 東京南部法律事務所・・・大田区 
 中野すずらん法律事務所・・・中野区 
 杉並総合法律事務所・・・杉並区 
 東京合同法律事務所・・・港区 
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（※重複あり） 
何度要請しても、しすぎるということはありません。どんどん各自の思う方法で要請をかけて下さ

い！ 
そして、実際に行動を起こした場合、それが例え電話１本でも構いません。各団員の行動を、支部Ｍ

Ｌに報告下さい。私たち支部団員の中でも情報を交換して、危機意識を高めていきましょう！ 
現時点で、東京東部法律事務所からは、江戸川区、江東区、墨田区、葛飾区につき、それぞれ担当を

決めて要請をかけることを決めて、うち、江戸川区担当の岩本団員が、共産党の区議に直接電話で要

請したところ、同区議が、昨日開催された江戸川区議会総務委員会にて質問をしてくれた、墨田区に

対しては、共産党区議団の方に、議会の議長宛にＦＡＸで要請をしているので、是非取り上げてほし

いと要請したとの報告が来ています。また、東京南部法律事務所でも、事務所会議での討議を経て、大

田区区議会の各会派に送ることを決定し、事務所としての要請書を別途、弁護士が作成しているとの

報告が来ています。また東京法律事務所でも要請行動を行うとの報告が来ています。 
大がかりなことでなくて構いません。各団員において、できる行動を、できるだけ早く、できるとこ

ろから、進めていただきたいと思います！ 
また、行動の集約もしたいので、要請いただきましたら、その旨東京支部事務局

（dantokyo@dream.com）までメールでご連絡いただければ幸いです。 
よろしくお願いします。 

 
 

事務局次長 和田壮一郎（城北法律事務所） 

第９５回中央メーデーが５月１日、雨の中、行われ

ました。パレードの前の集会を今回初めて聞きました

が各々の労働組合が集まり、団結を深める意義を感じ

ました。広場で待っていると様々な市民団体から署名

の呼びかけがされていました。労働者の権利向上のみ

ならず、市民運動の基礎となっている場所なのだと改

めて感じました。 
 パレードでは、青山コースを歩き、雨の中でしたが

法律事務所の垣根を超えて交流できました。来年も参

加しようと思います。 
 

事務局長 早田由布子（旬報法律事務所） 

メーデー前日に当日の雨予報の時間が繰り上がるという事態により、ビラ配りの中止のお知らせが遅

い時間となり、支部員のみなさまにはご迷惑をおかけいたしました。結果としてビラ配りの時間はまだ雨

メーデーに参加しました 
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が降りだしていなかったため、集まったメンバーでビラ

配りを行いました。 
和田次長、浅野次長、江夏サポート次長が作成したビ

ラは、防衛費増額、武器輸出、裏金といった問題を訴え

た内容もさることながら、配色やデザインも工夫されて

おり、受け取りも良く注目を集めました。このビラは５

月３日の憲法集会でも配布しましたが、受け取っていた

だいた瞬間に「おお～すごい」という声も聞かれました。

ビラを作ることができる次長たちがいて、レイアウト能

力のない私は本当に助かっています。 
パレード中は雨が強く、こんな雨のメーデーは記憶にないほどでした。来年は晴天を期待したいと思い

ます。 
 
 

≪２０２４憲法大集会に参加して≫ 

事務局次長 大井淳平（代々木総合法律事務所） 

憲法記念日である５月３日、江東区の東京臨海広域防災公園で開催されました「平和といのちと人権

を！５・３憲法大集会」（同実行委員会主催）に参加いたしました。  
同集会では、３万２０００人（主催者発表）もの方々が参加し、満天の青空の公園に鮮やかな各民主団

体の旗がはためいていました。 
団支部からも多くの団員が参加されました。会場では手作りの軍拡・改憲反対ビラ入りのティッシュを

配布し、多くの方に受け取って頂けました。 
スピーチで伊藤真弁護士は、日本国憲法が「軍隊・宗教・神権天皇制が一体となって戦争に突き進んだ

戦前までの流れを断ち切って大きく新しい国に変えた。憲法施工後 77 年間、憲法 9 条と前文のおかげで

国家として戦争をすることなくこれた」「今度は私たちが憲法を守る責任を果たさなければならない」

と、熱く平和憲法を次世代につないでいく意義を強調されました。 
スピーチで猿田佐世弁護士は、「抑止力」を高めても、ちょっとした誤解で大戦争になる危険性を指摘

されました。その具体例として、SNS に拡散された、中国による侵攻のデマ情報から軍事力行使に発展

してしまうという、現代では非常にリアリティのある例を挙げられ、「抑止力」論の危険性を改めて実感

しました。そして、「抑止力」論に頼らない外交の在り方のヒントとして、現在の日米韓において、首脳

レベルだけでなく、安全保障、経済、科学技術、ジェンダー問題等、様々な分野で各々の関係者の交流が

多く行われていることを紹介されました。現在の日米韓の協力関係は軍事的側面に重点があることは反

面教師として、アジア・太平洋地域の各国で、軍事以外の様々な分野や、とりわけ平和的な外交の在り方

を模索する各国の関係者との交流を増やしていくことこそ、今後の平和外交において求められているの

ではないかと感じました。 

憲法大集会に参加しました 
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集会後のパレードでは、団支部で「武力で平和はつくれない」「とりもどそう憲法生かす政治を」とカ

ードを掲げてアピールしました。 
年齢、性別を問わず、来年も多くの方の参加を呼びかけたいと思います。 
 

≪第１０回憲法大集会について≫ 

今嶌 千晶（東京東部法律事務所） 

 ＜はじめに＞ 
本年においても、５月３日の憲法記念日に、憲法大集会が行われました。場所は、有明防災公園でし

た。当日の天気は、雲一つない快晴で、初夏を感じさせる気候でした。 
 会場には、約３万２０００人という非常に多くの方が集まり、大盛況でした。これほどの多くの方が集

まったことは、憲法への関心が非常に高まっているものといえます。弊所からは、６名の弁護士が参加致

しました。 
  
 ＜憲法大集会とは？＞ 
 憲法大集会は、２０１４（平成２６）年から始まりました。コロナの影響により、集会という人が集ま

るとの性質上、オンラインでの開催を余儀なくされた年もありましたが、毎年多くの人が参加している集

会です。 
 憲法大集会においては、以下のスローガンが掲げられています。  
 「私たちは 
  ・改憲発議を許さず、憲法をいかし、平和・いのち・くらし・人権を守ります。 
  ・パレスチナ即時停戦とウクライナからの撤退、憲法９条をいかした平和外交を求めます。 
  ・敵基地攻撃能力の保有と南西諸島へのミサイル基地配備の撤回を求めます。 
  ・沖縄の民意と地方自治を踏みにじる辺野古基地の代執行と建設中止を求めます。 
  ・原発推進政策の撤回を求め、再生可能エネルギーへの転換を求めます。 
  ・ジェンダー平等、個人の尊厳を大切にする社会をめざします。 

これら実現のため共同の輪をひろげ、金権腐敗、憲法無視の自民党政治を終わらせ、安心してくら

せる社会をめざします。」 
このように、憲法大集会は、憲法を守ることによって、日本にとどまらず、世界の平和を守るために決

起された集会です。 
 
 ＜概要＞ 
  本年度の憲法大集会のプログラムは、以下のとおりです。 
 ・ミニステージ 
  A「自由に話そうトークイベント」 
  B「それって DV？あなたのモヤモヤお答えしますモヤモヤすっきりパレット」 
  C「こども憲法ひろば」 
  D「Human Music ライブ」 
 ・オープニング 
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  古謝美佐子様（沖縄音楽の第一人者） 
 ・メインステージ 
  スピーチ 伊藤真様（伊藤塾塾長・弁護士） 
       猿田佐世様（新外交イニシアティブ（ND）代表・弁護士） 
  国会議員あいさつ 
  市民連合 連帯挨拶 
  リレートーク 
  ①地震と原発（武藤類子様） 
  ②難民問題（山岸素子様） 
  ③沖縄課題（高里鈴代様） 
  ④核兵器課題（大内由紀子様） 
  ⑤パレスチナ問題（猫塚義夫様） 
  行動提起 
  エンディング「HEIWA の鐘」合唱 
 
＜今年の憲法大集会の様子＞ 
 私は、憲法大集会に初めて参加しました。そもそも、集会やデモというものに参加したことがなく、ず

っと参加してみたいと思っていました。以前読んだ本に、「司法試験受験生は、憲法で集会の自由の重要

性を答案で書く以上、その重要性を理解するために、集会やデモに参加をした方が良い」という趣旨の記

載があったことを覚えています。しかし、受験勉強が忙しくて、結局、弁護士になって、ようやく参加す

ることができました。 
 上述したとおり、今年の憲法大集会は、約３万２０００人という多くの人が参加しました。私は、有明

防災公園に到着して、人の多さに驚きました。人が多くて、自由法曹団東京支部の旗がなかなか見つから

ないという状態でした。自由法曹団東京支部の旗を探しているときに、参加している多くの方が、スピー

チを真剣に聞いている様子を見ることができました。 
 スピーチが終わった後は、豊洲駅までデモ行進を行いました。シュプレヒコールという言葉は、判例を

学ぶ中で聞いたことがあったものの、初めてシュプレヒコールを行う側になりました。非常に貴重な体験

でした。マンションのベランダから手を振って応援をしている方もいらっしゃいました。 
 私は、集会及びデモ行進に初めて参加することによって、憲法２１条１項が集会の自由を保障している

意味について、少し理解が深まったように思います。本年のように、３万２０００人という多くの人が集

まれば、同じ気持ちを持つ人たちの共同体意識が芽生えます。また、多くの人が集まり、集会やデモ行進

をすることによって、大きく報道がされます。そして、その報道を見た人たちが、問題意識を有するよう

になります。このことから、憲法大集会は、憲法について、社会全体に問題提起を行う非常に有効な手段

であると考えました。 
 
＜さいごに＞ 
 来年の憲法大集会におかれましても、本年と同じように、大盛況となることを祈念いたします。そし

て、私は、まだ弁護士になって４ヶ月という若輩者ではありますが、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 
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事務局長 早田 由布子（旬報法律事務所） 

本年２月の総会において事務局長に就任いたしました、旬報法律事務所の早田由布子（６３期）で

す。弁護士１年目の５月集会で団の活動に関心を持ち、２年目となった２０１２年から２年間支部事

務局次長を務め、韓国民弁と団東京支部との交流企画でソウルを訪問するなどの活動に加わりました。

また、２０１８年に発足した支部セクハラＰＴに参加し、支部としてのセクハラ相談窓口の開設に携

わるなどしてまいりました。 
私は、所属事務所において労働事件を中心に事件活動を行うほか、２０１３年に明日の自由を守る

若手弁護士の会（あすわか）を立ち上げ、憲法を広く伝える活動に注力してまいりました。私たちが

あすわかを立ち上げたときに考えていたことは、活動を持続可能なものとするために、いかにして若

手が参加したいと思える環境を整えるかということでした。立ち上げた私たち自身が３年目になった

ばかりの純然たる若手であったこともあり、どんな環境であれば自分たちが活動を主体的に行いやす

いか、自分たちのこととして考えていました。そのため、おもしろいアイディアが出たらどんどん採

用すること、憲法の講演をするときに適切な講師料を保障すること、講師料交渉の負担を各会員に負

わせずあすわか事務局がこれを担うこと、レジュメやパワポに使うことができる憲法イラスト等の素

材を会員に提供すること、言い出しっぺが作業を負担する慣習をなくしアイディアを出しやすくする

こと等を行い、多くの若手が望んで活動してくれました。これらの経験をどこまで生かせるかわかり

ませんが、支部団員、特に若手が参加しやすい団東京支部を作るべく、微力ながら尽力したいと思い

ます。ぜひみなさまからのご意見をいただきますようお願い致します。 
団東京支部は、長く専従を務めていただいた奥住さんが本年３月末をもって退職され、後任がいな

い状態です。そのため団事務所に常駐する者がおらず、支部団員のみなさまからのお問い合わせにも

すぐには応えられない等、ご不便をおかけいたします。団東京支部に関するお問い合わせは、当面の

間、旬報法律事務所の早田宛にいただきますようお願い致します。 
私生活では４歳６歳の男児の母で、小１の壁にぶつかりつつ、どうやって小１男子に宿題をやらせ

るかに頭を悩ませる日々です。そのため、夜間や土日は基本的に業務を行いません。手がかかる（か

かりすぎる）子らの母としての役割も果たしながら、弁護士としての業務を行いながら、支部事務局

長の役割を全うすることができるのかはなはだ疑問ではございますが、より活発な団東京支部とすべ

く、支部団員のみなさまのお力添えをいただきますようお願い致します。 
 

 

 事務局次長 沼田 英久（旬報法律事務所） 

 今年から自由法曹団東京支部の事務局次長に就任しました、旬報法律事務所の沼田英久と申します。修

習期は７３期で、弁護士４年目になりました。 
私は、中学生までは熊本で過ごし、その後は神奈川県の横須賀に引っ越して、今は東京の「コーヒーの

街」として有名（らしい）なところに住んでいます。私自身は「コーヒー＜＜＜紅茶」派なので「コーヒ

役員 就任あいさつ 
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ーの街」に住んでいることの恩恵を享受してはいないのですが…。 
さて、新人の頃に比べて自己紹介をする機会が減り、久々にこのような挨拶文を書いているのですが、

振り返ってみると、小さい頃から意図せず様々な社会問題に触れていたのだな、と思いました。小学生の

頃には授業で水俣病や部落差別の問題に触れ、長崎への原爆投下を題材とした平和学習もしていました

し、横須賀では自宅から軍港が見え、巨大な原子力空母（ロナルド・レーガン）も日常的に見ることがで

きました。しかし、恥ずかしながら、当時はまだこういった社会問題への関心は強くなかったので、これ

らの問題について何かさらに一歩踏み込んだ取り組みをしたりすることはなく、近くの公園で集会が行

われていても傍観していただけでした。 
ただ、私がこういった社会問題に意図せず触れてきたのは、特に特別な理由があってのことではなく、

いたって「普通」の生活を送る中でのことでした。これは、様々な社会問題が、普段の市民生活の中に発

生していることを意味しているのだと思います。 
しかし、団員だけが熱心に社会問題の解決に取り組んでも、その力には限度があるので、やはり、強く

広い運動を展開することが肝要です。そして、その端緒として、普段の市民生活の中に発生している様々

な社会問題に対して、以前の私のように単に傍観するのではなく、さらに一歩踏み込んでもらう「きっか

け」を作ることが極めて重要なのだと考えています。これからは事務局次長として、そのような「きっか

け」を作っていく活動ができればと思っています。 
「言うは易く行うは難し」という言葉もあり、どこまでそれが実現できるかはわかりませんが、同じ事

務所に支部長と事務局長がいるという極めて心強い環境にあるので、思い切って取り組んでいこうと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

代々木総合法律事務所 大井 淳平 

１ はじめに 
 東京電力パワーグリッド株式会社（以下「東電 PG」といいます）の電気メーターの取替等の工事を

行う計器工事作業者の労組法上の労働者性を認め、団交応諾を命じた都労委の判断を維持する中労委

命令に対する取消訴訟の判決が、去る 4 月 25 日、東京地裁でありました。内容は請求棄却の勝訴判決

で、緊急命令も勝ち取ることができましたので、ご報告いたします。弁護団は、鷲見賢一郎団員と当職

の２名です。 
２ 都労委の完全勝利命令  

東電ＰＧ（「東京電力株式会社」の後継会社）の 電気メーターを設置、取り替える計器工事作業者

は、 ２０１８年２月２７日、全国一般計器工事関連分会を結成し、同年１２月７日公然化しました。

全労連・ 全国一般労働組合東京地方本部、同一般合同労働組合、同計器工事関連分会（以下「３労組」

といいます。） は、１２月７日以降４度にわたって、組合員と請負契約を締結しているワットライン

サービス株式会社  （以下「ワット社」といいます。）に対し、団体交渉を申し入れました。これに対

＜事件報告＞ 

電気メーター工事作業者の労組法上の労働者性 
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し、ワット社は、４度にわたって、「組合員は、何れも当社が労働契約を締結している従業員ではあり

ません。」などといって団体交渉を拒否しました。３労組は、２０１８年１２月１７日、不当労働行為

救済申立をし、２０１９年１月１８日、追加の不当労働行為救済申立をしました。東京都労働委員会

は、２０２０年３月４日、３労組とワット社に対し、令和２年２月４日付命令書を交付しました。都

労委命令は、計器工事作業者の労働組合法上の労働者性を認め、ワット社に対し団交応諾を命じ、支

配介入を認定する３労組側の完全勝利命令です。  
３ 中労委の完全勝利命令  

ワット社は、２０２０年３月６日、中労委へ再審査申立をし、中労委は、２０２１年６月８日の第７

回調査をもって結審しました。中労委は、２０２２年５月１６日、３労組とワット社に対し、ワット社

の再審査申立を棄却し、都労委命令を維持する令和４年４月６日付命令書を交付しました。中労委命

令も、計器工 事作業者の労働組合法上の労働者性を認め、ワット社に対し団交応諾を命じ、支配介入

を認定する３労組側の完全勝利命令です。中労委命令は、都労委命令以上に、労働組合法上の労働者

性を根拠づける６要素等の認定を詳細に行っていることです。都労委命令の４３頁に対し、 中労委命

令は７３頁です。 
４ 今回の勝訴判決 

 ワット社は、２０２２年５月２６日、上記中労委命令に対する本件取消訴訟を提起し、組合は本件

訴訟に補助参加しました。ワット社は本件訴訟において、既に労働委員会で十分に審理されたはずの、

ワット社の計器工事部長の尋問を請求するなど、引き延ばしとしか考えられない訴訟対応が続きまし

たが、弁護団と組合はこのような姿勢を批判し、中労委とともにワット社の主張に対し、徹底的な反

論を行いました。その結果、ワット社の求めていた証人尋問は行われることなく、本年１月１５日に

結審しました。 
そして、東京地裁民事３６部は、４月２５日、ワット社の主張を完全に退ける勝訴判決を言い渡す

と同時に、緊急命令についても決定しました。 
本判決でも、中労委命令を踏襲し、「請負契約」の形式ではあるものの、ワット社が、仕様書やマニ

ュアル等によって広汎な指揮命令を行っている実態に即した判断を行っております。 
５ おわりに 

 本件訴訟は完全勝訴判決となったものの、ワット社は控訴し、たたかいは控訴審に移りました。ま

た、本丸である、組合員に対する更新拒否に対する裁判も同じ３６部に係属しており、そこで全体解

決に向けた和解協議がはじまります。 
 既にたたかいは長期に及んでおり、早期に充実した解決を実現するため全力を尽くして参ります。 
 
 

日時：２０２４年４月２５日(木)１４時３０分～１６時５５分 

場所：団本部事務所＋Zoom 

出席者（敬称略）： 野澤、西田、佐藤、中川、萩尾、早田、藤原、和田、大井、浅野、沼田 

 

１ 報告事項 

幹事会報告 
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（１） 支部ニュース４月号（～６月号）の印刷・発送について 

外部委託（「きかんし」）で行う。具体的には事務局長が編集し、印刷発送を「きかんし」に。

（１回あたり１０万円程度。） 

４月号は４月末、５月号及び６月号は５月末、６月末を目途に発送になる見込み。 

７月号以降は、団員以外の外部にはメール発送に切り替える（告知済み）。 

今後は、団員への（紙媒体での）発送をどうするか、ということが検討課題になる。 

（２） ソフトボール大会実施決定 １１月１日（金） 

執行部は日程の確保を。 

江夏団員を中心としたＰＴで動いてもらう。 

（３） ボウリング大会実施 

３月２３日に実施、４０名。懇親会には３９名参加。盛況だった。 

第２回も開催できるようにしたい。 

（４） 新旧役員慰労会実施 

４月１１日に実施。今後、定例行事とする。 

次回（次年度）は２０２５年３月５日の事務局会議後 

（５） 第９０回裁判所・労働委員会対策東京会議 ５月１７日（金）１８時３０分～ 

沼田次長が参加する。次回幹事会で報告。 

２ ５．１メーデーに参加しよう 

  ○当日 

  集合時間 午前９時３０分（ビラまき～１０時００分） 

   集合場所 神宮橋 １０時開会、１１時２０分 パレード 

雨天予報の場合⇒大雨以外は予定通り実施。前日夕方の予報を見て、判断し、ＭＬで流す 

   持参：ハンドマイク、ティッシュ（ビラ入り）、横断幕、支部旗、その他 

   懇親会はなし 

⇒懇親会は、今年は実施しないが、メーデーは日中に行われ、新人団員も集まりやすいイベント

なので、メーデーでの新人団員を対象とした懇親会の実施については検討する。 

３ ５．３憲法大集会（「２０２４憲法大集会」）（於：有明防災公園）に参加しよう 

  ○当日 

   １３時開会（ミニステージは１１時～） 

   １２時に支部旗を集合場所に立てる（担当：西田）。これを目印に集まってもらう。 

   １３時００分集合（支部団員） 

持参：支部旗、横断幕、その他 

  ○５．３憲法集会協力金１万円⇒例年通り支出。 

○メーデー・憲法集会の報告担当 

総括を事務局次長（メーデー：和田、憲法集会：大井）、感想を新人団員に依頼する 

４ 憲法東京共同センター関連事項 

  ○憲法審査会傍聴（０９：３０～） 

   衆議院は毎週開催を予定（４月１１日～６月２７日） 

    自由法曹団担当日 

    ４月２５日 早田事務局長が傍聴 
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自由討議。特に大きな動きはなかった。広報協議会の設置に向けて規定を作るべきだという

話があった。緊急事態宣言時の任期延長についての規定作成を早く進めようとする動きがあ

った。 

    今後の傍聴担当者 

     ５月２３日 和田事務局次長 

     ６月２０日 野澤支部長 

  ○５月２０日都政変革に向けた宣伝行動  

   都政変革・都知事戦勝利に向け、都内数カ所で宣伝行動を計画 

⇒候補者未定 

⇒宣伝行動の担当 

１２００－１２４５池袋 

１４００－１４３０四谷（団東京支部）⇒東京ＬＯに情報共有する（浅野）。 

５ 本部からの要請事項 

（１）地方自治法改正問題 

   各議会へ「２０２４年３月１１日付け声明」を送付 

⇒送付に異議なし。都議会は執行部から送付。 

⇒その他発送は支部でやって、ＦＡＸニュースで、その旨報告の上、各地域事務所に各議員に働

きかけを依頼（その後支部に報告をしてもらう）。 

⇒各地域事務所と地域の割り振りを確認 

（２）離婚後共同親権制度の導入をはかる民法改正問題 

   支部としても決議を出している。拙速な導入には反対。 

⇒既に衆院は通っているので、参院をフォーカスする。 

⇒資料１８を資料２０の送付先に送付することをＭＬとＦＡＸニュースで要請する。 

６ ５月支部幹事会・ミニ学習会について 

・新人学習会 

コメンテーター 大井次長、藤原サポート次長 

コーディネーターを事務局長として、大井、藤原が話す。 

普段の仕事、家庭、そのほか失敗・成功談とか、子育て等のプライベートと仕事と団の両立に

ついて話す 

幹事会を２時から、後半に学習会、終了後懇親会。 

７ サマーセミナーメイン講師について 

⇒第１候補として半田滋さんに要請する 

８ 組織報告 

退団承認４人、退団申入者３人 

９ その他 

フェイスブック、ツイッター担当について 

ＦＢは長期間途絶え気味。恒常的に引き継げるようにしたい。 

10 今後の日程 

  ★次回事務局会議 ２０２４年５月１６日（木）１０時～１２時 

  ★次回幹事会 ５月２９日（水）１４時００分～ 
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（新人学習会、終了後懇親会） 

  ★団総会（福島）      ５月２５日（土）～２７日（月） 

 

 

メイン講師に半田滋さんをお招きすることが決定しました！ 

 

メイン講演：「敵基地攻撃と日米一体化～防衛費倍増は国民負担に～」（仮） 

   講師：半田滋氏（防衛ジャーナリスト、元東京新聞論説兼編集委員） 

日時：２０２４年８月２３日（金）１３時～２４日（土）１２時 

場所：KKR鎌倉わかみや（ＪＲ鎌倉駅徒歩２０分、江ノ電由比ヶ浜駅徒歩５分） 

 

ぜひご予定ください！ 

 

 

 

＜速報！＞サマーセミナー概要 


